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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

前代表取締役の不正行為による不適切な会計処理が行われていたことが判明したことから、外部の専門

家で構成する第三者調査委員会を設置し、内容解明を行いました。その結果については、平成22年12月14日

付「第三者調査委員会の調査報告書の公表と社内対策委員会（仮称）の設置について」で開示しておりま

す。

　第三者調査委員会の調査及びその後の社内対策委員会の調査にて判明した、前代表取締役の不正行為によ

る不適切な会計処理の訂正を行う必要が生じたため、金融商品取引法第24条の4の7第4項の規定に基づき、

平成22年３月17日に提出いたしました第34期第１四半期（自　平成21年11月１日　至　平成22年１月31日）

に係る四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、当該不正に伴う影響額のうち、前連結会計年度以前の各年度の連結財務諸表に与える影響が僅少で

あるため、過年度分の影響額を当連結会計年度において一括して訂正しております。

また、訂正後の四半期連結財務諸表については、三優監査法人より四半期レビューを受け、その四半期レ

ビュー報告書を添付しております。

 

　

２ 【訂正事項】

第一部　【企業情報】

　　　第１　【企業の概況】

　　　　　１【主要な経営指標等の推移】

　　　第２　【事業の状況】

　　　　　１【生産、受注及び販売の状況】

　　　　　　(3)販売実績

　　　　　４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　　　　　(1)経営成績の分析

　　　　　　(2)財政状態の分析

　　　　　　(3)キャッシュ・フローの状況

　　　第５　【経理の状況】

　　　　　１【四半期連結財務諸表】

　　　　　　(1)【四半期連結貸借対照表】

　　　　　　(2)【四半期連結損益計算書】

　　　　　　　　【第１四半期連結累計期間】

　　　　　　(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

　　　　　　【注記事項】

　　　　　　　（四半期連結貸借対照表関係）

　　　　　　　（１株当たり情報）

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

(訂正前)

　

回次
第33期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第34期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第33期

会計期間
自　平成20年11月１日
至　平成21年１月31日

自　平成21年11月１日
至　平成22年１月31日

自　平成20年11月１日
至　平成21年10月31日

売上高 (千円) 2,722,033 2,498,082 10,028,834

経常利益 (千円) 9,371 17,449 35,869

四半期純利益又は当期
純損失（△）

(千円) 29,980 864 △493,555

純資産額 (千円) 1,620,018 992,410 986,440

総資産額 (千円) 4,402,193 4,352,283 4,009,528

１株当たり純資産額 (円) 84,499.20 58,192.23 57,842.17

１株当たり四半期純利
益金額又は当期純損失
金額（△）

(円) 1,563.77 50.71 △29,621.76

潜在株式調整後１株
当たり四半期(当期）純
利益金額

(円) ― ― ─

自己資本比率 (％) 36.8 22.8 24.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 18,863 301,030 42,169

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △100,517 △226 △468,110

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 137,505 △2,642 190,485

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,166,224 1,173,079 874,917

従業員数 (人) 207 216 217

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め、記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在しますが１株当たり当期純損失であ

るため記載しておりません。
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(訂正後)

　

回次
第33期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第34期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第33期

会計期間
自　平成20年11月１日
至　平成21年１月31日

自　平成21年11月１日
至　平成22年１月31日

自　平成20年11月１日
至　平成21年10月31日

売上高 (千円) 2,722,033 2,483,796 10,028,834

経常利益 (千円) 9,371 13,891 35,869

四半期純利益又は当期
純損失（△）

(千円) 29,980 24,306 △493,555

純資産額 (千円) 1,620,018 1,015,852 986,440

総資産額 (千円) 4,402,193 4,376,897 4,009,528

１株当たり純資産額 (円) 84,499.20 59,566.81 57,842.17

１株当たり四半期純利
益金額又は当期純損失
金額（△）

(円) 1,563.77 1,425.30 △29,621.76

潜在株式調整後１株
当たり四半期(当期）純
利益金額

(円) ― ― ─

自己資本比率 (％) 36.8 23.2 24.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 18,863 296,530 42,169

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △100,517 4,273 △468,110

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 137,505 △2,642 190,485

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,166,224 1,173,079 874,917

従業員数 (人) 207 216 217

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め、記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在しますが１株当たり当期純損失であ

るため記載しておりません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(3) 販売実績

(訂正前)

当社グループは、ＩＴ支援サービスの単一セグメントのため、当第１四半期連結会計期間の販売実績を

事業のサービス別に示すと、次のとおりであります。

　

事業部門別

当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年11月１日
至　平成22年１月31日)

金額(千円) 前年同四半期比(％)

ＩＴ支援サービス事業 　 　

営業・販売支援サービス 905,521 115.61

導入・設置・交換支援サービス 640,566 84.28

運用支援サービス 869,864 79.16

学習支援サービス 82,130 102.81

合計 2,498,082 91.77

(注)　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

　

(訂正後)

当社グループは、ＩＴ支援サービスの単一セグメントのため、当第１四半期連結会計期間の販売実績を

事業のサービス別に示すと、次のとおりであります。

　

事業部門別

当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年11月１日
至　平成22年１月31日)

金額(千円) 前年同四半期比(％)

ＩＴ支援サービス事業 　 　

営業・販売支援サービス 905,521 115.61

導入・設置・交換支援サービス 626,281 82.40

運用支援サービス 869,864 79.16

学習支援サービス 82,130 102.81

合計 2,483,796 91.25

(注)　上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

(訂正前)

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国に端を発した世界的な金融危機の影響により景

気減速局面にありました。世界的財政出動など政府主導の景気対策により一度は底を打ち景況感に改善が

みられるも、依然として低調です。また、日本国内の個人消費動向は前年比1.7%増(注１)と最低の水準から

改善が見られますが、依然として足元の弱い経済状況です。

　雇用環境においても急激な景気悪化が、深刻な影響をもたらしています。完全失業率は4.9%(注２)と依然

として過去最高の水準で推移しております。また、非正規労働者の雇用環境は各種メディアでも報道され問

題視されている状況ながらこの1年間に大きな改善は見られず、社会的不安はより顕著となり、改善までに

は暫く時間がかかると懸念されます。

　政府は緊急雇用対策として、失業者向けの支援と共に中小企業に対しても雇用維持・促進を目的とした補

助金の給付を行っております。さらに内需主導の経済成長を目指す観点から、未来の成長分野として期待さ

れる介護・農林等の分野やＮＰＯ・社会性の強い企業が参加した大規模な地域に対する雇用創出へ向けた

方針が発表されております(注３)。

　このような環境のもと当第１四半期連結会計期間の当社グループの業績については、受注環境において取

引先企業における業務効率化とコスト削減の必要性、アウトソーシングに対する費用対効果の見直しが進

みました。また、取引先企業の売上高や収益性向上に直接貢献する、もしくは比例する成果報酬型サービス

へのニーズが高まり、多様なサービスを提供する当社のアウトソーシングサービスへ新規の引き合いの増

加が見られました。

　加えて、キャリアアップ・雇用の長期安定化を目的とした資格教育ビジネスなどの需要が、当社の登録ス

タッフはもちろん市場ニーズにおいても増大しております。その様な教育支援事業に対する施策として、日

本最大規模のパソコン教室を運営する株式会社アビバとの提携を推進するなど新たな需要への積極策を打

ち出しております。

これらの結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は24億98百万円（前年同四半期比8.2％減）となりまし

た。

　利益面については、売上総利益率が前年度の22.6％から23.6％と収益性の回復がみられ、かつ、人件費をは

じめとして販売費および一般管理費の見直しを引き続き行い、営業利益の確保に努めました。その結果、当

第１四半期連結会計期間の営業利益は13百万円（前年同四半期比89.5％増）、経常利益は17百万円（前年

同四半期比86.2%増）、税引前四半期純利益は17百万円となり、四半期純利益は０百万円（前年同四半期比

97.1%減）となりました。
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■連結業績 　 　 単位：百万円

　
平成21年10月期
第１四半期連結会計期間

平成22年10月期
第１四半期連結会計期間

対前年同四半期
増減率

売上高 2,722 2,498 △8.2％

営業利益 7 13 89.5％

経常利益 9 17 86.2％

四半期純利益 29 0 △97.1％

(注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

　

　以下、当社グループの当第１四半期連結会計期間の経営成績について、サービス区分別に概況を説明いた

します。

（２）サービス区分別業績概況

＜営業・販売支援サービス＞

　営業・販売支援サービスにおきましては、関西・東北地域における新規展開により、通信キャリア商材を

主とした成果報酬型サービスでの売上高が前年より大きく増加しました。また、携帯電話の第３世代移行に

伴う調査業務や個人向けフェムトセル（小型の携帯電話基地局）導入サービスなど新しい商材・業務が見

込まれております。一方、家電量販店におけるＰＣ・デジタルカメラなどデジタル機器・ＩＴ製品のキャン

ペーンの受注は低調でしたが、サービス全体として売上高は堅調に推移いたしました。

　以上により、営業・販売支援サービスの当第１四半期連結会計期間における売上高は、９億５百万円（前

年同四半期比15.6％増）となりました。

＜導入・設置・交換支援サービス＞

　導入・設置・交換支援サービスにおきましては、景気減速が続く中、企業各社における設備投資への慎重

な判断からシステムの展開実施時期の遅延や計画見直しが依然として見られました。一方、業務提携先であ

る通信建設業界の大手各社において携帯電話基地局工事受注など案件が拡大傾向にあり、個人向け訪問サ

ポートの案件数も上昇に転じ始めております。

　以上により、導入・設置・交換支援サービスの当第１四半期連結会計期間における売上高は、６億40百万

円（前年同四半期比15.7％減）となりました。

＜運用支援サービス＞

　運用支援サービスにおきましては、景気悪化に伴う人員縮小など売上高に影響が及ぶ結果となりました。

在庫調整が進み一部メーカーに緩やかな改善はみられるものの全体としては依然低調で、技術者の特定派

遣事業での売上高は減少となりました。コールセンターサービスにおいても取引先企業の内製化や業務縮

小などが予想以上に進み、売上高は減少となりました。一方で、売上高・収益性向上に貢献するアウトソー

シングへのニーズの高まりから、営業受注促進のアポイント獲得やアンケート集計などの電話発信業務が

拡大しました。さらにコールセンターにおける一般消費者の有料サービス化のトレンドに対して新規サー

ビスを開発するなど着実に営業強化策の成果を示しつつあります。

　以上により、運用支援サービスの当第１四半期連結会計期間における売上高は、８億69百万円（前年同四

半期比20.8％減）となりました。
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＜学習支援サービス＞

　学習支援サービスにおきましては、学習支援サービスの更なる拡大と特化を行うことを目的として、事業

モデルの再編を行っております。そのため教室事業「ホームコンじゅく」において体制の再構築が進み、教

室数・生徒数の下げ止まりが見られ売上高は堅調に推移いたしました。

　また、平成21年12月より日本最大規模のパソコン教室を運営する株式会社アビバとの資格取得講座の全国

展開を共同で実施しております。今後はさらに両社の関係を強化し、平成22年３月末を目処にアビバ社の全

株式を取得する予定です。当社グループによる高付加価値人材サービスと、アビバ社のキャリアアップを支

援する教育コンテンツの開発力・提供力との融合を行っていきます。

　以上により、学習支援サービスの当第１四半期連結会計期間における売上高は、82百万円（前年同四半期

比2.8%増）となりました。

　

(訂正後)

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国に端を発した世界的な金融危機の影響により景

気減速局面にありました。世界的財政出動など政府主導の景気対策により一度は底を打ち景況感に改善が

みられるも、依然として低調です。また、日本国内の個人消費動向は前年比1.7%増(注１)と最低の水準から

改善が見られますが、依然として足元の弱い経済状況です。

　雇用環境においても急激な景気悪化が、深刻な影響をもたらしています。完全失業率は4.9%(注２)と依然

として過去最高の水準で推移しております。また、非正規労働者の雇用環境は各種メディアでも報道され問

題視されている状況ながらこの1年間に大きな改善は見られず、社会的不安はより顕著となり、改善までに

は暫く時間がかかると懸念されます。

　政府は緊急雇用対策として、失業者向けの支援と共に中小企業に対しても雇用維持・促進を目的とした補

助金の給付を行っております。さらに内需主導の経済成長を目指す観点から、未来の成長分野として期待さ

れる介護・農林等の分野やＮＰＯ・社会性の強い企業が参加した大規模な地域に対する雇用創出へ向けた

方針が発表されております(注３)。

　このような環境のもと当第１四半期連結会計期間の当社グループの業績については、受注環境において取

引先企業における業務効率化とコスト削減の必要性、アウトソーシングに対する費用対効果の見直しが進

みました。また、取引先企業の売上高や収益性向上に直接貢献する、もしくは比例する成果報酬型サービス

へのニーズが高まり、多様なサービスを提供する当社のアウトソーシングサービスへ新規の引き合いの増

加が見られました。

　加えて、キャリアアップ・雇用の長期安定化を目的とした資格教育ビジネスなどの需要が、当社の登録ス

タッフはもちろん市場ニーズにおいても増大しております。その様な教育支援事業に対する施策として、日

本最大規模のパソコン教室を運営する株式会社アビバとの提携を推進するなど新たな需要への積極策を打

ち出しております。

これらの結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は24億83百万円（前年同四半期比8.8％減）となりまし

た。

　利益面については、売上総利益率が前年度の22.6％から23.2％と収益性の回復がみられ、かつ、人件費を

はじめとして販売費および一般管理費の見直しを引き続き行い、営業利益の確保に努めました。その結果、

当第１四半期連結会計期間の営業利益は10百万円（前年同四半期比41.2％増）、経常利益は13百万円（前

年同四半期比48.2％増）、税引前四半期純利益は41百万円となり、四半期純利益は24百万円（前年同四半期

比18.9％減）となりました。
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■連結業績 　 　 単位：百万円

　
平成21年10月期
第１四半期連結会計期間

平成22年10月期
第１四半期連結会計期間

対前年同四半期
増減率

売上高 2,722 2,483 △ 8.8％

営業利益 7 10 41.2％

経常利益 9 13 48.2％

四半期純利益 29 24 △ 18.9％

(注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

　

　以下、当社グループの当第１四半期連結会計期間の経営成績について、サービス区分別に概況を説明いた

します。

（２）サービス区分別業績概況

＜営業・販売支援サービス＞

　営業・販売支援サービスにおきましては、関西・東北地域における新規展開により、通信キャリア商材を

主とした成果報酬型サービスでの売上高が前年より大きく増加しました。また、携帯電話の第３世代移行に

伴う調査業務や個人向けフェムトセル（小型の携帯電話基地局）導入サービスなど新しい商材・業務が見

込まれております。一方、家電量販店におけるＰＣ・デジタルカメラなどデジタル機器・ＩＴ製品のキャン

ペーンの受注は低調でしたが、サービス全体として売上高は堅調に推移いたしました。

　以上により、営業・販売支援サービスの当第１四半期連結会計期間における売上高は、９億５百万円（前

年同四半期比15.6％増）となりました。

＜導入・設置・交換支援サービス＞

　導入・設置・交換支援サービスにおきましては、景気減速が続く中、企業各社における設備投資への慎重

な判断からシステムの展開実施時期の遅延や計画見直しが依然として見られました。一方、業務提携先であ

る通信建設業界の大手各社において携帯電話基地局工事受注など案件が拡大傾向にあり、個人向け訪問サ

ポートの案件数も上昇に転じ始めております。

　以上により、導入・設置・交換支援サービスの当第１四半期連結会計期間における売上高は、６億26百万

円（前年同四半期比17.6％減）となりました。

＜運用支援サービス＞

　運用支援サービスにおきましては、景気悪化に伴う人員縮小など売上高に影響が及ぶ結果となりました。

在庫調整が進み一部メーカーに緩やかな改善はみられるものの全体としては依然低調で、技術者の特定派

遣事業での売上高は減少となりました。コールセンターサービスにおいても取引先企業の内製化や業務縮

小などが予想以上に進み、売上高は減少となりました。一方で、売上高・収益性向上に貢献するアウトソー

シングへのニーズの高まりから、営業受注促進のアポイント獲得やアンケート集計などの電話発信業務が

拡大しました。さらにコールセンターにおける一般消費者の有料サービス化のトレンドに対して新規サー

ビスを開発するなど着実に営業強化策の成果を示しつつあります。

　以上により、運用支援サービスの当第１四半期連結会計期間における売上高は、８億69百万円（前年同四

半期比20.8％減）となりました。
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　＜学習支援サービス＞

　学習支援サービスにおきましては、学習支援サービスの更なる拡大と特化を行うことを目的として、事業

モデルの再編を行っております。そのため教室事業「ホームコンじゅく」において体制の再構築が進み、教

室数・生徒数の下げ止まりが見られ売上高は堅調に推移いたしました。

また、平成21年12月より日本最大規模のパソコン教室を運営する株式会社アビバとの資格取得講座の全国

展開を共同で実施しております。今後はさらに両社の関係を強化し、平成22年３月末を目処にアビバ社の全

株式を取得する予定です。当社グループによる高付加価値人材サービスと、アビバ社のキャリアアップを支

援する教育コンテンツの開発力・提供力との融合を行っていきます。

　以上により、学習支援サービスの当第１四半期連結会計期間における売上高は、82百万円（前年同四半期

比2.8%増）となりました。

 

（注１）平成22年２月　総務省統計局発表　家計調査より抜粋

（注２）平成22年３月 総務省統計局発表 労働力調査より抜粋

（注３）首相官邸 緊急雇用対策本部発表 緊急雇用対策概要より抜粋

　

　(2)財政状態の分析

(訂正前)

①資産

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて３億42百万円増加（8.5％増）

し、43億52百万円になりました。これは主に企業結合等による連結範囲の変更によるものであります。

②負債

当第１四半期連結会計期間末の総負債は、前連結会計年度末に比べて３億36百万円増加（11.1％増）

し、33億59百万円になりました。これは主に未払金の増加によるものであります。

③純資産

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて５百万円増加（0.6％増）し、９

億92百万円になりました。これは主に当四半期純利益と有価証券評価差額金の増加によるものでありま

す。

　

この結果自己資本比率は、前連結会計年度末に比べて1.8％減少し、22.8％となりました。

　

(訂正後)

①資産

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて３億67百万円増加（9.2％増）

し、43億76百万円になりました。これは主に企業結合等による連結範囲の変更によるものであります。

②負債

当第１四半期連結会計期間末の総負債は、前連結会計年度末に比べて３億37百万円増加（11.2％増）

し、33億61百万円になりました。これは主に未払金の増加によるものであります。

③純資産

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて29百万円増加（3.0％増）し、10

億15百万円になりました。これは主に当四半期純利益と有価証券評価差額金の増加によるものでありま

す。
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この結果自己資本比率は、前連結会計年度末に比べて1.4％減少し、23.2％となりました。

　(3) キャッシュ・フローの状況

(訂正前)

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、

前連結会計年度末に比べて２億98百万円増加し、11億73百万円になりました。

　　

①営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動で得られた資金は、３億１百万円（前第１四半期連結会計期間に比べて２億82百万円　　

　の増加）となりました。これは、主に未払金の増加によるものであります。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果使用した資金は、０百万円（同１億円の減少）となりました。これは主に短期

　貸付金の回収によるものであります。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果使用した資金は、２百万円（前第１四半期連結会計期間は１億37百万円の収入

　）となりました。これは主に長期借入金の返済による支出の増加によるものであります。

　

(訂正後)

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、

前連結会計年度末に比べて２億98百万円増加し、11億73百万円になりました。

　　

①営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動で得られた資金は、２億96百万円（前第１四半期連結会計期間に比べて２億77百万

　円の増加）となりました。これは、主に未払金の増加によるものであります。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動で得られた資金は、４百万円（前第１四半期連結会計期間は１億円の支出）となりました。

これは主に短期貸付金の回収によるものであります。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果使用した資金は、２百万円（前第１四半期連結会計期間は１億37百万円の収入

　）となりました。これは主に長期借入金の返済による支出の増加によるものであります。
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第５ 【経理の状況】

１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(訂正前)

(単位：千円)

　 　 　 　 当第１四半期連結会計期間末
(平成22年１月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年10月31日)

資産の部 　 　
　 流動資産 　 　
　 　 現金及び預金 1,189,145 890,982
　 　 受取手形及び売掛金 1,271,278 1,228,152
　 　 有価証券 95,000 95,000
　 　 商品及び製品 15,144 14,631
　 　 仕掛品 9,591 3,332
　 　 未成工事支出金 287,828 220,233
　 　 原材料及び貯蔵品 1,031 752
　 　 その他 360,630 449,509
　 　 貸倒引当金 △26,444 △21,078

　 　 流動資産合計 3,203,206 2,881,515

　 固定資産 　 　
　 　 有形固定資産 ※１ 145,219 ※１ 151,542
　 　 無形固定資産 　 　
　 　 　 のれん 280,273 234,979
　 　 　 その他 64,122 46,496

　 　 　 無形固定資産合計 344,395 281,476

　 　 投資その他の資産 　 　
　 　 　 投資その他の資産 775,152 810,942
　 　 　 貸倒引当金 △115,689 △115,949

　 　 　 投資その他の資産合計 659,462 694,993

　 　 固定資産合計 1,149,077 1,128,012

　 資産合計 4,352,283 4,009,528

負債の部 　 　
　 流動負債 　 　
　 　 買掛金 108,574 83,448
　 　 短期借入金 650,000 650,000
　 　 1年内返済予定の長期借入金 533,099 489,747
　 　 未払金 906,393 661,218
　 　 未払法人税等 20,371 25,937
　 　 賞与引当金 25,679 22,009
　 　 その他 256,726 247,637

　 　 流動負債合計 2,500,845 2,179,999

　 固定負債 　 　
　 　 長期借入金 743,927 750,966
　 　 退職給付引当金 6,660 6,235
　 　 その他 108,440 85,885

　 　 固定負債合計 859,027 843,088

　 負債合計 3,359,872 3,023,087
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(単位：千円)

　 　 　 当第１四半期連結会計期間末
(平成22年１月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年10月31日)

純資産の部 　 　
　 株主資本 　 　
　 　 資本金 1,002,602 1,002,602
　 　 資本剰余金 104,032 515,207
　 　 利益剰余金 66,215 △345,823
　 　 自己株式 △163,537 △163,537

　 　 株主資本合計 1,009,312 1,008,447

　 評価・換算差額等 　 　
　 　 その他有価証券評価差額金 △16,901 △22,007

　 　 評価・換算差額等合計 △16,901 △22,007

　 純資産合計 992,410 986,440

負債純資産合計 4,352,283 4,009,528
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(訂正後)

(単位：千円)

　 　 　 　 当第１四半期連結会計期間末
(平成22年１月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年10月31日)

資産の部 　 　
　 流動資産 　 　
　 　 現金及び預金 1,189,145 890,982
　 　 受取手形及び売掛金 1,271,278 1,228,152
　 　 有価証券 95,000 95,000
　 　 商品及び製品 15,144 14,631
　 　 仕掛品 9,591 3,332
　 　 未成工事支出金 287,828 220,233
　 　 原材料及び貯蔵品 1,031 752
　 　 その他 360,630 449,509
　 　 貸倒引当金 △26,444 △21,078

　 　 流動資産合計 3,203,206 2,881,515

　 固定資産 　 　
　 　 有形固定資産 ※1 145,219 ※1 151,542
　 　 無形固定資産 　 　
　 　 　 のれん 280,273 234,979
　 　 　 その他 64,122 46,496

　 　 　 無形固定資産合計 344,395 281,476

　 　 投資その他の資産 　 　
　 　 　 投資その他の資産 ※2, ※3 799,766 ※2, ※3 810,942
　 　 　 貸倒引当金 △115,689 △115,949

　 　 　 投資その他の資産合計 684,076 694,993

　 　 固定資産合計 1,173,691 1,128,012

　 資産合計 4,376,897 4,009,528
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(単位：千円)

　 　 　 当第１四半期連結会計期間末
(平成22年１月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年10月31日)

負債の部 　 　
　 流動負債 　 　
　 　 買掛金 108,574 83,448
　 　 短期借入金 650,000 650,000
　 　 1年内返済予定の長期借入金 533,099 489,747
　 　 未払金 907,565 661,218
　 　 未払法人税等 20,371 25,937
　 　 賞与引当金 25,679 22,009
　 　 その他 256,726 247,637

　 　 流動負債合計 2,502,017 2,179,999

　 固定負債 　 　
　 　 長期借入金 743,927 750,966
　 　 退職給付引当金 6,660 6,235
　 　 その他 108,440 85,885

　 　 固定負債合計 859,027 843,088

　 負債合計 3,361,045 3,023,087

純資産の部 　 　
　 株主資本 　 　
　 　 資本金 1,002,602 1,002,602
　 　 資本剰余金 104,032 515,207
　 　 利益剰余金 89,657 △345,823
　 　 自己株式 △163,537 △163,537

　 　 株主資本合計 1,032,754 1,008,447

　 評価・換算差額等 　 　
　 　 その他有価証券評価差額金 △16,901 △22,007

　 　 評価・換算差額等合計 △16,901 △22,007

　 純資産合計 1,015,852 986,440

負債純資産合計 4,376,897 4,009,528
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(2) 【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(訂正前)

(単位：千円)

　 　

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
　至 平成21年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年11月１日
　至 平成22年１月31日)

売上高 2,722,033 2,498,082

売上原価 2,106,973 1,907,928

売上総利益 615,060 590,153

販売費及び一般管理費 ※1 607,696 ※1 576,195

営業利益 7,364 13,957

営業外収益 　 　
　 受取利息 383 6,829
　 受取配当金 402 565
　 受取手数料 6,089 3,010
　 業務受託料 － 10,000
　 賃貸収入 － 5,010
　 その他 4,990 3,785

　 営業外収益合計 11,865 29,201

営業外費用 　 　
　 支払利息 8,759 9,784
　 賃借料 － 10,000
　 賃貸収入原価 － 3,477
　 その他 1,098 2,447

　 営業外費用合計 9,857 25,709

経常利益 9,371 17,449

特別利益 　 　
　 賞与引当金戻入額 － 6,517
　 合意解約金 39,403 19,000
　 事業譲渡益 5,000 －
　 その他 1,183 －

　 特別利益合計 45,586 25,517

特別損失 　 　
　 のれんの減損損失 － 6,358
　 投資有価証券評価損 212 16,819
　 その他 － 2,207

　 特別損失合計 212 25,385

税金等調整前四半期純利益 54,746 17,581

法人税、住民税及び事業税 12,882 19,400

法人税等調整額 11,883 △2,684

法人税等合計 24,765 16,716

四半期純利益 29,980 864
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(訂正後)

(単位：千円)

　 　

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
　至 平成21年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年11月１日
　至 平成22年１月31日)

売上高 2,722,033 2,483,796

売上原価 2,106,973 1,907,928

売上総利益 615,060 575,867

販売費及び一般管理費 ※1 607,696 ※1 565,468

営業利益 7,364 10,399

営業外収益 　 　
　 受取利息 383 6,829
　 受取配当金 402 565
　 受取手数料 6,089 3,010
　 業務受託料 － 10,000
　 賃貸収入 － 5,010
　 その他 4,990 3,785

　 営業外収益合計 11,865 29,201

営業外費用 　 　
　 支払利息 8,759 9,784
　 賃借料 － 10,000
　 賃貸収入原価 － 3,477
　 その他 1,098 2,447

　 営業外費用合計 9,857 25,709

経常利益 9,371 13,891

特別利益 　 　
　 過年度損益修正益 － 27,000
　 賞与引当金戻入額 － 6,517
　 合意解約金 39,403 19,000
　 事業譲渡益 5,000 －
　 その他 1,183 －

　 特別利益合計 45,586 52,517

特別損失 　 　
　 のれんの減損損失 － 6,358
　 投資有価証券評価損 212 16,819
　 その他 － 2,207

　 特別損失合計 212 25,385

税金等調整前四半期純利益 54,746 41,023

法人税、住民税及び事業税 12,882 19,400

法人税等調整額 11,883 △2,684

法人税等合計 24,765 16,716

四半期純利益 29,980 24,306
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

(訂正前)

(単位：千円)

　 　

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
　至 平成21年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年11月１日
　至 平成22年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 税金等調整前四半期純利益 54,746 17,581
　 減価償却費 14,150 15,845
　 のれん償却額 24,206 13,413
　 事業譲渡損益（△は益） △5,000 －
　 合意解約金（△は益） △39,403 －
　 貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,217 5,107
　 賞与引当金の増減額（△は減少） △3,977 3,669
　 退職給付引当金の増減額（△は減少） △218 424
　 受取利息及び受取配当金 △785 △7,394
　 支払利息 8,759 9,784
　 投資有価証券評価損益（△は益） － 16,819
　 減損損失 － 6,358
　 売上債権の増減額（△は増加） 122,754 20,279
　 たな卸資産の増減額（△は増加） △4,341 △74,647
　 仕入債務の増減額（△は減少） △18,663 25,125
　 未払金の増減額（△は減少） △40,767 173,943
　 その他 △19,147 100,305

　 小計 98,528 326,614

　 利息及び配当金の受取額 785 4,544
　 利息の支払額 △7,546 △9,810
　 法人税等の支払額 △72,903 △20,318

　 営業活動によるキャッシュ・フロー 18,863 301,030

投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 有形固定資産の取得による支出 △1,409 △117
　 無形固定資産の取得による支出 △7,000 △19,500
　 投資有価証券の取得による支出 － △30,000
　 投資有価証券の売却及び償還による収入 － 2,172

　 連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △45,378

　 短期貸付けによる支出 － △188,946
　 短期貸付金の回収による収入 － 174,892
　 長期貸付けによる支出 △1,000 △1,500
　 長期貸付金の回収による収入 3,775 4,910
　 敷金及び保証金の差入による支出 △50,010 △16,048
　 敷金及び保証金の回収による収入 5,287 103,016
　 事業譲受による支出 △30,000 －
　 保険積立金の積立による支出 △20,160 －
　 保険積立金の解約による収入 － 16,273

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △100,517 △226
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(単位：千円)

　 　

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
　至 平成21年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年11月１日
　至 平成22年１月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 短期借入金の純増減額（△は減少） 200,000 △65,000
　 長期借入れによる収入 － 160,000
　 長期借入金の返済による支出 △43,733 △123,686
　 セール・アンド・リースバック取引による収入 － 37,906
　 リース債務の返済による支出 △4,277 △11,849
　 自己株式の取得による支出 △11 －
　 配当金の支払額 △14,472 △11

　 財務活動によるキャッシュ・フロー 137,505 △2,642

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 55,851 298,162

現金及び現金同等物の期首残高 1,110,372 874,917

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 1,166,224 ※１ 1,173,079
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(訂正後)

(単位：千円)

　 　

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
　至 平成21年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年11月１日
　至 平成22年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 税金等調整前四半期純利益 54,746 41,023
　 減価償却費 14,150 15,845
　 のれん償却額 24,206 13,413
　 事業譲渡損益（△は益） △5,000 －
　 合意解約金（△は益） △39,403 －
　 貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,217 5,107
　 賞与引当金の増減額（△は減少） △3,977 3,669
　 退職給付引当金の増減額（△は減少） △218 424
　 受取利息及び受取配当金 △785 △7,394
　 支払利息 8,759 9,784
　 投資有価証券評価損益（△は益） － 16,819
　 減損損失 － 6,358
　 売上債権の増減額（△は増加） 122,754 20,279
　 たな卸資産の増減額（△は増加） △4,341 △74,647
　 仕入債務の増減額（△は減少） △18,663 25,125
　 未払金の増減額（△は減少） △40,767 170,615
　 その他 △19,147 75,691

　 小計 98,528 322,114

　 利息及び配当金の受取額 785 4,544
　 利息の支払額 △7,546 △9,810
　 法人税等の支払額 △72,903 △20,318

　 営業活動によるキャッシュ・フロー 18,863 296,530

投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 有形固定資産の取得による支出 △1,409 △117
　 無形固定資産の取得による支出 △7,000 △15,000
　 投資有価証券の取得による支出 － △30,000
　 投資有価証券の売却及び償還による収入 － 2,172

　 連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △45,378

　 短期貸付けによる支出 － △188,946
　 短期貸付金の回収による収入 － 174,892
　 長期貸付けによる支出 △1,000 △1,500
　 長期貸付金の回収による収入 3,775 4,910
　 敷金及び保証金の差入による支出 △50,010 △16,048
　 敷金及び保証金の回収による収入 5,287 103,016
　 事業譲受による支出 △30,000 －
　 保険積立金の積立による支出 △20,160 －
　 保険積立金の解約による収入 － 16,273

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △100,517 4,273
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(単位：千円)

　 　

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
　至 平成21年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年11月１日
　至 平成22年１月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 短期借入金の純増減額（△は減少） 200,000 △65,000
　 長期借入れによる収入 － 160,000
　 長期借入金の返済による支出 △43,733 △123,686
　 セール・アンド・リースバック取引による収入 － 37,906
　 リース債務の返済による支出 △4,277 △11,849
　 自己株式の取得による支出 △11 －
　 配当金の支払額 △14,472 △11

　 財務活動によるキャッシュ・フロー 137,505 △2,642

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 55,851 298,162

現金及び現金同等物の期首残高 1,110,372 874,917

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 1,166,224 ※１ 1,173,079
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

(訂正前)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年１月31日)

前連結会計年度末
(平成21年10月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 194,164千円であ

ります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額 185,221千円であ

ります。

　

(訂正後)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年１月31日)

前連結会計期間末
(平成21年10月31日)

※１．有形固定資産の減価償却累計額194,164千円であ

ります。

 

※２．担保に供している資産

投資その他の資産　その他
（投資有価証券） 17,134千円

（保険積立金） 35,264千円

　計 52,398千円

 

　　　なお、当該資産は、代表取締役髙野研の金融機関から

の借入金の担保に供しております。

 

※３．投資有価証券には、貸付有価証券17,134千円が含

まれております。
 

※１．有形固定資産の減価償却累計額185,221千円であ

ります。

 

※２．担保に供している資産

投資その他の資産　その他
（投資有価証券） 17,349千円

（保険積立金） 50,956千円

　計 68,305千円

 

　　　なお、当該資産は、代表取締役髙野研の金融機関から

の借入金の担保に供しております。
 

※３．投資有価証券には、貸付有価証券17,349千円が含

まれております。
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(１株当たり情報)

(訂正前)

　１．１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年１月31日)

前連結会計年度末
(平成21年10月31日)

１株当たり純資産額 58,192円　23銭
　

１株当たり純資産額 57,842円　17銭
　

　
　２．１株当たり四半期純利益金額等

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年11月１日
至　平成21年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年11月１日
至　平成22年１月31日)

１株当たり四半期純利益金額 1,563円77銭

　

１株当たり四半期純利益金額 50円　71銭

　
　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有しないため、記載しておりませ

ん。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有しないため、記載しておりませ

ん。

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年11月１日
至　平成21年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年11月１日
至　平成22年１月31日)

四半期純利益(千円) 29,980 864

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 29,980 864

期中平均株式数(株) 19,172.1 17,054

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が
あったものの概要

　　　　　　　　　　― ―
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(訂正後)

　１．１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年１月31日)

前連結会計年度末
(平成21年10月31日)

１株当たり純資産額 59,566円　81銭
　

１株当たり純資産額 57,842円　17銭
　

　
　２．１株当たり四半期純利益金額等

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年11月１日
至　平成21年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年11月１日
至　平成22年１月31日)

１株当たり四半期純利益金額 1,563円77銭

　

１株当たり四半期純利益金額 1,425円　30銭

　
　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有しないため、記載しておりませ

ん。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有しないため、記載しておりませ

ん。

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年11月１日
至　平成21年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年11月１日
至　平成22年１月31日)

四半期純利益(千円) 29,980 24,306

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 29,980 24,306

期中平均株式数(株) 19,172.1 17,054

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が
あったものの概要

　　　　　　　　　　― ―
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年2月25日

スリープログループ株式会社

取締役会　御中

　

三優監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    杉田　純　　　　　印

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    小林　昌敏　　　　印

　

業務執行社員 　 公認会計士    瀬尾　佳之　　　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスリー

プログループ株式会社の平成21年11月1日から平成22年10月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期

間（平成21年11月1日から平成22年1月31日まで）及び第1四半期連結累計期間（平成21年11月1日から平成22

年1月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スリープログループ株式会社及び連結子会社

の平成22年1月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　
追記情報

１．四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の4の7第4

項の規定に基づき四半期連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の四半期連結財務諸表につ

いて四半期レビューを行った。

２．四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は当第1

四半期連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」を適用している。

３．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は株式会社ベネッセホールディングスと株式会社アビバ

の全株式の取得につき基本合意書を締結した。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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